
小
林
惠
子

日
本
古
代
史
シ
リ
ー
ズ
　
全
九
巻

現
代
思
潮
新
社



本
シ
リ
ー
ズ
は
『
記
紀
』
と
も
古
代
史
の
常
識
と
も
か
け
離
れ
て
い
る
。
し
か
し
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
の
史
料
を
綿
密
に
比
較
検
討

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
代
の
日
本
が
い
か
に
国
際
社
会
の
一
国
で
あ
っ
た
か
を
検
証
し
た
私
説
古
代
史
で
あ
る
。

【
第
三
巻
】
五
世
紀
・
南
北
朝
時
代

広
開
土
王
の
謚
は
仁
徳
天
皇
　

　
　
　
　
　
　

　
五
世
紀
の
前
半
、
北
ア
ジ
ア
で
拓
跋
鮮
卑
が
北
魏
を
建
国
し
た
。
一
方
、
倭
国
で
は

慕
容
鮮
卑
（
景
行
勢
力
）
は
符
氏
（
応
神
勢
力
）
に
よ
っ
て
半
島
に
駆
逐
さ
れ
、
勢
い

に
乗
っ
た
応
神
は
倭
国
か
ら
半
島
に
渡
っ
た
。
当
時
、
慕
容
氏
系
の
安
氏
が
中
国
東
北

部
か
ら
高
句
麗
に
か
け
て
勢
力
を
張
り
、
倭
国
か
ら
出
陣
し
た
応
神
と
戦
っ
た
。
広
開

土
王
の
碑
に
あ
る
「
海
を
渡
っ
て
攻
め
て
き
た
倭
人
」
と
は
応
神
勢
力
の
こ
と
で
あ
り
、

安
氏
と
は
広
開
土
王
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
四
一
四
年
に
土
王
は
慕
容
鮮
卑
系
の
北

燕
に
追
わ
れ
、南
朝
東
晋
の
承
認
を
得
て
日
本
列
島
に
渡
る
。
彼
が
倭
の
五
王
の
初
代
、

讃
で
あ
り
、
日
本
名
は
大
鷦
鷯
、
謚
は
仁
徳
天
皇
で
あ
る
。
二
代
目
珍
は
履
中
天
皇
、

あ
る
い
は
反
正
天
皇
、
三
代
目
済
は
允
恭
天
皇
、
四
代
目
興
は
安
康
天
皇
で
、
五
代
目

武
は
雄
略
天
皇
で
あ
る
。

【
第
四
巻
】
六
世
紀
・
騎
馬
遊
牧
民
全
盛
時
代
　

継
体
朝
と
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
　

　
　
　
　
　
　

　
六
世
紀
の
晋
・
宋
と
続
く
漢
民
族
国
家
は
衰
微
の
一
途
を
辿
り
、
北
魏
も
東
西
に
分

裂
し
た
。
ま
さ
に
中
原
は
が
ら
空
き
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
空
白
の
時
期
、
ま
ず

北
西
ア
ジ
ア
発
生
の
遊
牧
民
エ
フ
タ
ル
が
勢
力
を
持
っ
た
。
エ
フ
タ
ル
は
発
生
の
地
が

北
西
ア
ジ
ア
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
。

そ
の
一
派
が
中
央
ア
ジ
ア
を
経
て
紀
元
五
〇
〇
年
に
新
羅
か
ら
列
島
に
侵
入
し
、
百
済

系
の
雄
略
勢
力
を
駆
逐
し
た
。『
記
紀
』
に
い
う
継
体
天
皇
で
あ
る
。
し
か
し
倭
国
は

百
済
か
ら
来
た
蘇
我
氏
が
雄
略
朝
時
代
か
ら
土
着
し
、
倭
国
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
。

継
体
の
嫡
子
欽
明
が
五
四
〇
年
頃
、
即
位
す
る
と
、
百
済
王
（
聖
王
）
を
兼
任
し
た
が
、

五
五
二
年
に
新
羅
兵
に
殺
さ
れ
た
。
倭
国
・
百
済
共
に
無
王
時
代
に
な
り
、
ま
す
ま
す

蘇
我
氏
一
族
の
専
横
時
代
に
な
っ
た
。

　
一
方
、
西
魏
か
ら
派
生
し
て
全
国
統
一
を
意
図
す
る
隋
が
五
八
〇
年
に
建
国
し
た
。

そ
の
隋
と
戦
っ
て
敗
れ
た
突
厥
の
大
可
汗
が
高
句
麗
・
百
済
を
経
て
六
〇
〇
年
に
王
不

在
の
列
島
に
亡
命
し
た
。
聖
徳
太
子
で
あ
る
。

【
第
五
巻
】
七
世
紀 

①
・
隋
か
ら
唐
へ

聖
徳
太
子
の
正
体
　
　

　
東
ロ
ー
マ
に
も
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
突
厥
大
可
汗
の
達
頭
は
勃
興
す
る
大
帝
国
の
隋

に
追
わ
れ
、
六
〇
〇
年
に
共
闘
す
る
高
句
麗
か
ら
百
済
を
経
て
倭
国
に
亡
命
し
た
。
そ

こ
で
倭
国
の
実
力
者
蘇
我
氏
の
協
力
を
得
て
倭
王
タ
リ
シ
ヒ
コ
に
な
っ
た
。

　
六
〇
七
年
に
タ
リ
シ
ヒ
コ
は
小
野
妹
子
を
隋
に
派
遣
し
て
隋
と
の
講
和
に
成
功
し

た
。
隋
は
対
高
句
麗
戦
を
計
画
し
て
い
た
の
で
タ
リ
シ
ヒ
コ
と
の
講
和
に
応
じ
た
の
で

あ
る
。
隋
の
煬
帝
は
六
一
二
年
よ
り
高
句
麗
征
伐
を
実
行
す
る
が
、
は
か
ば
か
し
い
戦

績
を
挙
げ
る
事
な
く
撤
退
し
た
。
タ
リ
シ
ヒ
コ
は
隋
を
救
援
し
た
か
っ
た
が
、
蘇
我
氏

が
倭
国
か
ら
の
派
兵
に
慎
重
だ
っ
た
の
で
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
隋
が
弱
体
に
な
る
と

次
な
る
勢
力
の
唐
が
六
一
八
年
に
隋
を
滅
ぼ
し
た
。
隋
が
滅
亡
す
る
と
タ
リ
シ
ヒ
コ
政

権
に
暗
雲
が
漂
い
は
じ
め
る
。

【
第
六
巻
】
七
世
紀 

②
・
初
唐
時
代

史
上
か
ら
消
さ
れ
た
聖
徳
太
子
・
山
背
王
朝
　

　　
タ
リ
シ
ヒ
コ
が
六
二
二
年
に
没
す
る
と
、
六
三
二
年
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
倭
国
は

唐
使
の
入
朝
を
受
け
、唐
は
山
背
王
朝
を
認
め
た
。し
か
し
最
後
ま
で
唐
に
反
抗
的
だ
っ

た
高
句
麗
は
六
四
五
年
一
月
よ
り
、
唐
太
宗
の
高
句
麗
征
伐
を
誘
発
す
る
。
そ
の
前
年

に
高
句
麗
将
の
蓋
蘇
文
（
大
海
人
皇
子
）
と
百
済
の
亡
命
王
子
（
中
大
兄
皇
子
）
は
蘇

我
氏
を
巻
き
込
ん
で
聖
徳
太
子
・
山
背
王
朝
を
滅
ぼ
し
、
ひ
き
つ
づ
き
蘇
我
氏
を
滅
亡

さ
せ
た
。
そ
れ
か
ら
倭
国
の
兵
員
を
対
唐
戦
に
投
入
し
た
。

　
し
か
し
対
唐
戦
に
完
敗
し
た
両
者
は
倭
国
に
逼
塞
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て

六
六
〇
年
に
百
済
が
、
六
六
八
年
に
は
高
句
麗
が
唐
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
。

【
第
七
巻
】
七
世
紀 

③
・
盛
唐
時
代

「
壬
申
の
乱
」
―
―
隠
さ
れ
た
高
市
皇
子
の
出
自
　

　
　
　
六
六
一
年
、再
起
を
図
っ
て
中
大
兄
（
天
智
）
と
大
海
人
（
天
武
）
は
倭
国
を
出
発
し
、

唐
と
対
戦
し
た
が
六
六
三
年
、
白
村
江
で
の
戦
い
で
再
び
敗
れ
た
。
倭
国
に
逃
げ
込
ま

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
両
者
は
倭
王
の
座
を
巡
っ
て
対
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
六
六
五

年
に
中
大
兄
は
倭
国
を
代
表
し
て
唐
と
講
和
し
、
高
句
麗
が
滅
び
た
六
六
八
年
、
近
江

【
第
一
巻
】
三
世
紀
・
三
国
時
代

江
南
出
身
の
卑
弥
呼
と
高
句
麗
か
ら
来
た
神
武 

　
紀
元
元
年
、
奄
美
大
島
に
何
代
目
か
の
土
着
の
卑
弥
呼
が
君
臨
し
て
い
た
頃
、
北
九

州
に
は
高
句
麗
か
ら
南
下
し
た
奴
国
の
勢
力
が
進
出
し
て
き
た
。
初
代
の
神
武
勢
力
で

あ
る
。
間
も
な
く
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
遊
牧
民
族
系
の
月
氏
が
東
上
し
、
出
雲
か
ら
近
畿

に
入
っ
た
。
オ
オ
モ
ノ
主
勢
力
で
二
代
目
の
神
武
に
比
定
さ
れ
る
。
二
世
紀
末
に
中
国

の
三
国
の
う
ち
の
呉
に
追
わ
れ
た
巫
術
者
一
族
が
列
島
に
亡
命
し
て
北
九
州
の
盟
主
と

な
っ
た
。
普
通
、
云
わ
れ
て
い
る
卑
弥
呼
の
邪
馬
臺
国
で
あ
る
。

　
や
が
て
魏
に
追
わ
れ
た
高
句
麗
の
東
川
王
が
三
世
紀
中
葉
、
北
九
州
に
亡
命
し
て
卑

弥
呼
勢
力
を
滅
ぼ
し
た
。
東
川
王
は
卑
弥
呼
の
姪
を
倭
の
女
王
と
し
て
推
戴
し
、
東
上

し
て
大
和
盆
地
の
オ
オ
モ
ノ
主
勢
力
を
葬
っ
た
。
こ
れ
が
『
記
紀
』
に
い
う
神
武
東
遷

で
あ
り
、
三
代
目
の
神
武
で
あ
る
。

【
第
二
巻
】
四
世
紀
・
五
胡
十
六
国
時
代

海あ
ま

翔
け
る
白
鳥
・
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
景
行
朝
　

　　
中
国
で
は
弱
体
化
し
た
漢
民
族
の
南
朝
が
晋
か
ら
宋
と
ほ
そ
ぼ
そ
と
命
脈
を
保
っ
て

い
た
が
、
実
際
は
五
胡
十
六
国
と
い
わ
れ
る
遊
牧
民
系
民
族
が
熾
烈
な
興
亡
を
く
り
か

え
し
て
い
た
。
五
胡
の
う
ち
、
匈
奴
の
劉
氏
が
『
記
紀
』
に
い
う
崇
神
朝
で
、
四
世
紀

初
め
に
倭
国
で
勢
力
を
持
っ
た
。
二
三
八
年
に
公
孫
氏
の
帯
方
郡
（
百
済
地
方
）
が
魏

に
滅
ぼ
さ
れ
た
後
、
四
世
紀
中
葉
か
ら
鮮
卑
の
慕
容
氏
が
帯
方
郡
か
ら
倭
国
に
か
け
て

支
配
し
た
。
そ
れ
が
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
景
行
朝
で
あ
る
。
四
世
紀
世
紀
末
に
氐
の
符
氏

が
南
海
路
で
九
州
に
現
わ
れ
、
応
神
朝
と
し
て
『
記
紀
』
に
投
影
さ
れ
て
い
る
。

　
東
川
王
の
神
武
の
系
統
は
勢
力
を
大
和
地
方
に
限
定
さ
れ
、
倭
国
の
祭
祀
権
を
持
っ

て
、
五
世
紀
の
雄
略
朝
ま
で
存
続
し
た
。
こ
の
大
和
地
方
に
残
存
し
た
勢
力
を
一
般
に

欠
史
八
代
の
天
皇
と
い
う
。



【
第
五
巻
】
七
世
紀 

①
・
隋
か
ら
唐
へ

聖
徳
太
子
の
正
体
　
　

　
東
ロ
ー
マ
に
も
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
突
厥
大
可
汗
の
達
頭
は
勃
興
す
る
大
帝
国
の
隋

に
追
わ
れ
、
六
〇
〇
年
に
共
闘
す
る
高
句
麗
か
ら
百
済
を
経
て
倭
国
に
亡
命
し
た
。
そ

こ
で
倭
国
の
実
力
者
蘇
我
氏
の
協
力
を
得
て
倭
王
タ
リ
シ
ヒ
コ
に
な
っ
た
。

　
六
〇
七
年
に
タ
リ
シ
ヒ
コ
は
小
野
妹
子
を
隋
に
派
遣
し
て
隋
と
の
講
和
に
成
功
し

た
。
隋
は
対
高
句
麗
戦
を
計
画
し
て
い
た
の
で
タ
リ
シ
ヒ
コ
と
の
講
和
に
応
じ
た
の
で

あ
る
。
隋
の
煬
帝
は
六
一
二
年
よ
り
高
句
麗
征
伐
を
実
行
す
る
が
、
は
か
ば
か
し
い
戦

績
を
挙
げ
る
事
な
く
撤
退
し
た
。
タ
リ
シ
ヒ
コ
は
隋
を
救
援
し
た
か
っ
た
が
、
蘇
我
氏

が
倭
国
か
ら
の
派
兵
に
慎
重
だ
っ
た
の
で
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
隋
が
弱
体
に
な
る
と

次
な
る
勢
力
の
唐
が
六
一
八
年
に
隋
を
滅
ぼ
し
た
。
隋
が
滅
亡
す
る
と
タ
リ
シ
ヒ
コ
政

権
に
暗
雲
が
漂
い
は
じ
め
る
。

【
第
六
巻
】
七
世
紀 

②
・
初
唐
時
代

史
上
か
ら
消
さ
れ
た
聖
徳
太
子
・
山
背
王
朝
　

　　
タ
リ
シ
ヒ
コ
が
六
二
二
年
に
没
す
る
と
、
六
三
二
年
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
倭
国
は

唐
使
の
入
朝
を
受
け
、唐
は
山
背
王
朝
を
認
め
た
。し
か
し
最
後
ま
で
唐
に
反
抗
的
だ
っ

た
高
句
麗
は
六
四
五
年
一
月
よ
り
、
唐
太
宗
の
高
句
麗
征
伐
を
誘
発
す
る
。
そ
の
前
年

に
高
句
麗
将
の
蓋
蘇
文
（
大
海
人
皇
子
）
と
百
済
の
亡
命
王
子
（
中
大
兄
皇
子
）
は
蘇

我
氏
を
巻
き
込
ん
で
聖
徳
太
子
・
山
背
王
朝
を
滅
ぼ
し
、
ひ
き
つ
づ
き
蘇
我
氏
を
滅
亡

さ
せ
た
。
そ
れ
か
ら
倭
国
の
兵
員
を
対
唐
戦
に
投
入
し
た
。

　
し
か
し
対
唐
戦
に
完
敗
し
た
両
者
は
倭
国
に
逼
塞
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て

六
六
〇
年
に
百
済
が
、
六
六
八
年
に
は
高
句
麗
が
唐
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
。

【
第
七
巻
】
七
世
紀 

③
・
盛
唐
時
代

「
壬
申
の
乱
」
―
―
隠
さ
れ
た
高
市
皇
子
の
出
自
　

　
　
　
六
六
一
年
、再
起
を
図
っ
て
中
大
兄
（
天
智
）
と
大
海
人
（
天
武
）
は
倭
国
を
出
発
し
、

唐
と
対
戦
し
た
が
六
六
三
年
、
白
村
江
で
の
戦
い
で
再
び
敗
れ
た
。
倭
国
に
逃
げ
込
ま

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
両
者
は
倭
王
の
座
を
巡
っ
て
対
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
六
六
五

年
に
中
大
兄
は
倭
国
を
代
表
し
て
唐
と
講
和
し
、
高
句
麗
が
滅
び
た
六
六
八
年
、
近
江

大
津
京
で
即
位
し
た
。
天
智
が
没
す
る
と
六
七
二
年
、
即
位
し
た
天
智
の
長
子
大
友
皇

子
に
対
し
て
大
海
人
が
吉
野
か
ら
蜂
起
し
た
。「
壬
申
の
乱
」
で
あ
る
。
こ
の
時
、
天

智
の
庶
長
子
、
高
市
皇
子
が
倭
国
内
に
兵
力
を
持
た
な
い
大
海
人
側
に
附
い
た
の
が
決

定
的
と
な
っ
て
大
海
人
側
が
勝
利
し
、
天
武
朝
が
成
立
し
た
。

【
第
八
巻
】
八
世
紀 

①
・
盛
唐
時
代
　

す
り
替
え
ら
れ
た
聖
武
天
皇
　

　
　
　

　
天
武
一
二
（
六
八
三
）
年
以
後
、足
掛
け
四
年
に
わ
た
っ
て
、日
本
で
の
天
武
の
長
子
、

大
津
皇
子
が
即
位
し
て
い
た
事
実
を
『
書
紀
』
は
隠
蔽
し
た
。
そ
の
大
津
を
六
八
六
年

に
殺
し
て
高
市
が
即
位
し
た
。
持
統
朝
と
は
高
市
朝
な
の
で
あ
る
。「
白
村
江
の
戦
い
」

の
時
、
秘
か
に
大
海
人
側
に
あ
っ
た
新
羅
の
文
武
王
は
唐
に
そ
の
真
相
を
知
ら
れ
て
攻

め
ら
れ
、
倭
国
に
亡
命
し
て
い
た
。
彼
は
六
九
七
年
に
没
し
た
高
市
に
代
わ
っ
て
文
武

朝
を
成
立
さ
せ
た
。

　
や
が
て
文
武
は
文
武
王
の
即
位
を
認
め
な
い
唐
と
戦
う
た
め
に
大
陸
に
去
り
、
元

明
（
バ
ッ
ク
は
藤
原
不
比
等
）・
元
正
（
バ
ッ
ク
は
高
市
の
長
子
、
長
屋
王
）
朝
と
女

帝
が
続
い
た
。
七
二
四
年
、
文
武
の
子
の
聖
武
が
即
位
し
た
が
実
権
を
握
っ
て
い
た
の

は
長
屋
王
だ
っ
た
。
そ
の
長
屋
王
を
葬
る
た
め
に
藤
原
宇
合
や
橘
諸
兄
ら
が
共
謀
し
て

七
二
七
年
、
大
陸
生
ま
れ
の
文
武
の
子
を
迎
え
入
れ
、
聖
武
と
す
り
替
え
た
。
そ
れ
か

ら
長
屋
王
一
族
を
七
二
九
年
に
滅
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

【
第
九
巻
】
八
世
紀 

②
・
衰
退
に
向
か
う
唐
　

「
安
・
史
の
乱
」
と
藤
原
仲
麻
呂
の
滅
亡
　

　　
長
屋
王
を
滅
ぼ
す
た
め
に
藤
原
宇
合
や
橘
諸
兄
に
擁
立
さ
れ
、
来
日
し
た
大
陸
か
ら

来
た
聖
武
は
七
四
四
年
、息
子
の
安
積
皇
子
を
即
位
さ
せ
よ
う
と
恭
仁
京
に
遷
都
し
た
。

し
か
し
亡
命
先
の
旧
百
済
か
ら
来
た
白
壁
王
（
後
の
光
仁
天
皇
）
ら
に
阻
止
さ
れ
安
積

は
殺
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
急
速
に
藤
原
光
明
子
と
仲
麻
呂
が
接
近
し
て
聖
武
を
譲
位
に

追
い
込
み
、
称
徳
天
皇
が
即
位
す
る
。

　
や
が
て
安
禄
山
が
蜂
起
す
る
と
、
仲
麻
呂
は
安
禄
山
に
荷
担
し
た
。
彼
は
唐
の
役
職

に
就
い
て
い
た
在
唐
中
の
藤
原
清
河
と
共
闘
し
、
唐
側
の
新
羅
を
攻
め
よ
う
と
計
画
す

る
。
し
か
し
七
六
三
年
、「
安
（
禄
山
）・
史
の
乱
」
が
終
焉
す
る
と
、
仲
麻
呂
は
実
権

を
失
い
、
翌
七
六
四
年
、
海
外
に
亡
命
し
よ
う
と
琵
琶
湖
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
山
辺
王

（
後
の
桓
武
天
皇
）
ら
に
よ
っ
て
、
一
族
は
滅
亡
さ
せ
ら
れ
た
。



小
林
惠
子

日
本
古
代
史
シ
リ
ー
ズ

【
第
一
巻
】
三
世
紀
・
三
国
時
代 

二
〇
一
一
年
六
月
発
刊

江
南
出
身
の
卑
弥
呼
と
高
句
麗
か
ら
来
た
神
武

【
第
二
巻
】
四
世
紀
・
五
胡
十
六
国
時
代 

二
〇
一
一
年
九
月
発
刊

海
翔
け
る
白
鳥
・
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
景
行
朝

【
第
三
巻
】
五
世
紀
・
南
北
朝
時
代 

二
〇
一
一
年
十
一
月
発
刊

広
開
土
王
の
謚
は
仁
徳
天
皇

【
第
四
巻
】
六
世
紀
・
騎
馬
遊
牧
民
全
盛
時
代 

二
〇
一
二
年
一
月
発
刊

継
体
朝
と
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア

【
第
五
巻
】
七
世
紀
①
・
隋
か
ら
唐
へ 

二
〇
一
二
年
三
月
発
刊

聖
徳
太
子
の
正
体

【
第
六
巻
】
七
世
紀
②
・
初
唐
時
代 

二
〇
一
二
年
五
月
発
刊

史
上
か
ら
消
さ
れ
た
聖
徳
太
子
・
山
背
王
朝

【
第
七
巻
】
七
世
紀
③
・
盛
唐
時
代 

二
〇
一
二
年
六
月
発
刊

｢

壬
申
の
乱
」―

―

隠
さ
れ
た
高
市
皇
子
の
出
自

【
第
八
巻
】
八
世
紀
①
・
盛
唐
時
代 

二
〇
一
二
年
九
月
発
刊

す
り
替
え
ら
れ
た
聖
武
天
皇

【
第
九
巻
】
八
世
紀
②
・
衰
退
に
向
か
う
唐 
二
〇
一
二
年
十
一
月
発
刊

｢

安
・
史
の
乱
」
と
藤
原
仲
麻
呂
の
滅
亡

あ
ま

■
本
シ
リ
ー
ズ
は
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇

〇
二
年
に
か
け
て
文
藝
春
秋
か
ら
出
版
さ
れ

た
九
冊
の
単
行
本
の
タ
イ
ト
ル
を
あ
ら
た
め
、

全
面
的
に
加
筆
・
訂
正
し
た
新
装
版
で
す
。

■
各
巻
定
価
　
第
五
巻
は
定
価
一
八
九
〇
円
、

他
の
巻
は
各
巻
定
価
二
一
〇
〇
円
で
す
。

小林惠子日本古代史シリーズ

〒112-0012 東京都文京区大塚 3-9-6　TEL 03-3943-4406 FAX 03-3947-0225
http://www.gendaishicho.co.jp E-mail:pb@gendaishicho.co.jp　


